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プレスリリース

平成２６年１月６日

独立行政法人 森林総合研究所

公開講演会「新たなシカ管理に向けて」の開催について

ポイント

・平成22年度から農林水産省による研究プロジェクトとして4年間にわたって取り組

んできたニホンジカ個体数管理技術に係る成果を発表します。

・伝統的な狩猟方法とは異なる新たな個体数管理技術に関する最新成果を紹介しま

す。

概要

独立行政法人森林総合研究所（理事長 鈴木和夫）は、平成２６年２月４日に「公開講

演会：新たなシカ管理に向けて」を下記のとおり開催します。

記

１．日 時：平成２６年２月４日（火）13:00～16:30

２．場 所：木材会館（東京都江東区新木場一丁目 18）

３．内 容：別紙のとおり

４．参加費：無料（ただし、公開講演会専用窓口 sika2014@ffpri.affrc.go.jp への事

前登録が必要）

問い合わせ先など

研究推進責任者：森林総合研究所 研究コーディネータ 小泉透

広 報 担 当 者：森林総合研究所 企画部 研究情報科長 秦野恭典

TEL：029-829-8130 FAX：029-873-0844

本資料は、林政記者クラブ、農林記者会、農政クラブ、農業技術クラブ、

筑波研究学園都市記者会に配付しています。
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背景・経緯

野生ニホンジカ（シカ）による農林業被害面積は全国で7万ヘクタールを超え、深刻な

問題となっています。特に森林では、被害が人工林から天然林へ拡大しつつあり、生物多

様性保全や国土保全など森林の持つ公益的機能の発揮にも支障が生じつつあります。この

ような背景を受けて、森林総合研究所では、伝統的な狩猟方法とは異なる新たな個体数管

理技術を開発するとともに、その効果と有用性を検証し、シカ捕獲の計画的な運用システ

ムの構築に取り組んでまいりました。この度研究成果を、一般の方々も含めシカ管理に関

わる多くの分野の方々に紹介するため、公開講演会を開催することとしました。なお、本

研究は農林水産省農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「林業被害軽減のためのニ

ホンジカ個体数管理技術の開発」として平成 22 年度から平成 25 年度まで実施されました。

内容・意義

（内容）

講演では、シカ管理のための計画手法、シカ管理のための捕獲システム、

シカ管理のための評価手法について、最新の成果を研究担当者がわかりやす

く紹介し、新たなシカ管理を推進するために、計画、実行、評価、改善を連

携させることが大切であることを解説します。

（意義）

この公開講演会により、森林におけるシカ管理の考え方、具体的な管理の

進め方についての研究成果が広く理解されるとともに、一般市民、大学、研

究機関、行政や関連団体に新たなシカ管理を推進する必要性が認識され、今

後において問題解決に向けた連携が期待されます。
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別紙

農林水産省農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業

「林業被害軽減のためのニホンジカ個体数管理技術の開発」

公開講演会「新たなシカ管理に向けて」

１．開催日時：平成２６年２月４日（火） １３：００～１６：３０

２．開催場所：木材会館 ７階ホール

（東京都江東区新木場 1-18-8）
３．式次第：

（１）研究プロジェクトの目的

新たなシカ管理がめざすもの －国有林との連携事例から－ 小泉透（森林総合研究所）

（２）成果報告

【新たなシカ管理のための計画技術】

シカのたくさんいる場所はどこだ？

近藤洋史（森林総合研究所九州支所）

剥皮被害木からシカのインパクトを調べる

岡田充弘（長野県林業総合センター）

【新たなシカ管理のための捕獲システム】

視覚、聴覚刺激を利用したシカの誘引

竹田謙一（信州大学農学部）

シカの行動を制御して効率よく捕獲する

八代田千鶴（森林総合研究所関西支所）

森林用囲いワナと銃器を組み合わせたシカ捕獲法

松浦友紀子（森林総合研究所北海道支所）

森林用ドロップネットを用いたニホンジカの捕獲

高橋裕史（森林総合研究所関西支所）

【新たなシカ管理のための評価手法】

シカ捕獲の効果を評価する

榎木 勉（九州大学大学院農学研究院）

苦痛ストレスの定量測定による捕獲手段の評価手法の開発

鈴木正嗣（岐阜大学応用生物科学部）


